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ジェネレーティブ AIは、小売業界からヘルスケア、そして芸術分野まで、さまざまな業界に変革

をもたらしています。ジェネレーティブ AIの台頭に伴い、海外では、AIの進歩に歩調を合わせる

ために、法律や規制の見直しや更新が行われています。香港政府もこれに追随し、現行の著作権

法の見直しを行い、今年 7月には著作権と AIに関するパブリックコンサルテーションを行いまし

た。コンサルテーションの一環として、テキストおよびデータマイニング（以下、TDM）の例外規

定の導入の可能性に焦点が当てられています。 

TDMとは一般的に、あらゆる種類の大量のデータ（数値、テキスト、画像など）を分析し、傾向や

パターンを特定するための計算技術の利用を指します。計算データ分析中に収集、使用、保存さ

れるデータや情報は、著作物を含む可能性があり、著作権の問題が生じる可能性があります。 

コンサルテーションペーパーでは、他の管轄区域における TDM活動の例外に関する有益な概要が

提供されています。EU、日本、シンガポール、英国は、TDM活動に対する特定の著作権例外を導入

しています。EU、日本、シンガポールにおける TDMの例外は商業利用および非商業利用の両方に

適用されていますが、英国においては、TDMの例外は非商業研究のみに限定されています。また、

EUでは、この例外規定には「オプトアウト」オプション（すなわち、著作権所有者が AI活動から

自身の作品を除外することを認めるオプション）があることも注目に値します。これに対し、米

国には明確な TDM例外規定はありませんが、米国著作権法の無制限のフェアユース例外規定が、

特定の TDM活動をカバーしている可能性があります。 

香港の著作権条例（Cap. 528）には、特定の状況下で著作権作品の公正な取り扱いを認めるいく

つかの著作権例外が含まれています。しかし、TDM活動における著作権作品の使用に関する例外

は、現時点では規定されていません。 

コンサルテーションペーパーでは、TDM例外の導入に関する賛成・反対の意見がいくつか提示され

ています。 

TDM例外を支持する意見 

• AI システムに著作物を教えるためのアクセシビリティを促進する 

• 研究者や分析者が大量のデータを調査する際にテキストやデータマイニングを使用することを許可する 

• 香港の著作権法を海外の法域の著作権法と一致させる。 



 

 

TDM例外を導入しないことの利点 

• ライセンススキーム（すなわち、ライセンスされた著作物でトレーニングされる生成型 AI モデル）な

ど、現在の市場慣行を妨げる可能性がある 

• 技術の変化に対応できない可能性がある。 

香港政府は、TDM例外規定の全体的な利益が香港の著作権法に盛り込むことを正当化すると考えて

いる。潜在的なマイナス面は、著作権所有者に適切な保護措置を講じることで相殺できる。最先

端の研究は競争の激しい分野であり、香港で活動する企業や研究者は TDM例外規定の恩恵を受け

る可能性がある。 

現段階では TDM例外規定の文言は提案されていないが、香港政府はコンサルテーションペーパー

で以下の提案を行っている。 

1 提案されている TDM 例外規定に商業利用と非商業利用の両方を含めること、および 

2 提案されている TDM 例外規定に条件を課すこと、例えば、著作権対象物への合法的なアクセスを要求す

ること、ライセンススキームが利用可能な場合は TDM 活動を許可しないこと、著作権所有者のオプトア

ウトオプションを含めること、など。 

また、コンサルテーションペーパーでは、AIに関連するその他の著作権問題、例えば AI生成の著

作物から生じる著作権侵害の問題についても取り上げています。 

意見募集文書はこちらから、香港政府のプレスリリースはこちらからご覧いただけます。 
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